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平成２４年第３回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第４号（平成２４年９月１３日）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

（決算審査特別委員会審査報告）

第１ 認定第１号 平成２３年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定につい

て

第２ 認定第２号 平成２３年度三沢市国

民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について

第３ 認定第３号 平成２３年度三沢市食

肉処理センター特別会計歳入歳

出決算認定について

第４ 認定第４号 平成２３年度三沢市土

地区画整理事業特別会計歳入歳

出決算認定について

第５ 認定第５号 平成２３年度三沢市農

業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算認定について

第６ 認定第６号 平成２３年度三沢市下

水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について

第７ 認定第７号 平成２３年度三沢市介

護保険特別会計歳入歳出決算認

定について

第８ 認定第８号 平成２３年度三沢市後

期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について

第９ 認定第９号 平成２３年度三沢市水

道事業会計決算認定について

第10 認定第10号 平成２３年度三沢市立

三沢病院事業会計決算認定につ

いて

第11 議案第92号 平成２３年度三沢市立

三沢病院事業会計資本余剰金の

処分について

─────────────────

日程第１から日程第１１までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（予算審査特別委員会審査報告）

第12 議案第67号 平成２４年度三沢市一

般会計補正予算（第２号）

第13 議案第68号 平成２４年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第２号）

第14 議案第69号 平成２４年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

１号）

第15 議案第70号 平成２４年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第１

号）

第16 議案第71号 平成２４年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

２号）

─────────────────

日程第１２から日程第１６までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第17 議案第72号 三沢市防災会議条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第18 議案第73号 三沢市災害対策本部条
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例の一部を改正する条例の制定

について

第19 議案第74号 三沢市健康推進対策協

議会条例の制定について

第20 議案第75号 三沢市就学指導委員会

条例の制定について

第21 議案第76号 三沢市復興産業集積区

域における固定資産税の特別措

置に関する条例の制定について

第22 議案第77号 三沢市立学校設置条例

の一部を改正する条例の制定に

ついて

第23 議案第78号 三沢市団体活動セン

ター設置条例の一部を改正する

条例の制定について

第24 議案第79号 三沢市下水道条例の一

部を改正する条例の制定につい

て

第25 議案第80号 三沢市火災予防条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第26 議案第81号 三沢市食肉処理セン

ター大規模改修事業冷却設備工

事請負契約の締結について

第27 議案第82号 財産の取得について

第28 議案第83号 定住自立圏形成協定の

締結について（野辺地町）

第29 議案第84号 定住自立圏形成協定の

締結について（七戸町）

第30 議案第85号 定住自立圏形成協定の

締結について（六戸町）

第31 議案第86号 定住自立圏形成協定の

締結について（横浜町）

第32 議案第87号 定住自立圏形成協定の

締結について（東北町）

第33 議案第88号 定住自立圏形成協定の

締結について（六ヶ所村）

第34 議案第89号 定住自立圏形成協定の

締結について（おいらせ町）

第35 議案第90号 定住自立圏形成協定の

締結について（小坂町）

第36 議案第91号 青森県後期高齢者医療

広域連合規約の変更について

─────────────────

日程第１７から日程第３６までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（民生常任委員会請願審査報告）

第37 請願第 １号 「こころの健康基本

法(仮称)」の早期制定を求める

意見書提出に関する請願

─────────────────

日程第３７の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

第38 基地対策特別委員会中間報告

─────────────────

第39 新エネルギー導入促進特別委員会中

間報告

─────────────────

第40 総務文教常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

第41 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

第42 議員の派遣について

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

（決算審査特別委員会審査報告）

第１ 認定第１号 平成２３年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定につい

て

第２ 認定第２号 平成２３年度三沢市国

民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について

第３ 認定第３号 平成２３年度三沢市食

肉処理センター特別会計歳入歳
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出決算認定について

第４ 認定第４号 平成２３年度三沢市土

地区画整理事業特別会計歳入歳

出決算認定について

第５ 認定第５号 平成２３年度三沢市農

業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算認定について

第６ 認定第６号 平成２３年度三沢市下

水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について

第７ 認定第７号 平成２３年度三沢市介

護保険特別会計歳入歳出決算認

定について

第８ 認定第８号 平成２３年度三沢市後

期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について

第９ 認定第９号 平成２３年度三沢市水

道事業会計決算認定について

第10 認定第10号 平成２３年度三沢市立

三沢病院事業会計決算認定につ

いて

第11 議案第92号 平成２３年度三沢市立

三沢病院事業会計資本余剰金の

処分について

─────────────────

日程第１から日程第１１までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（予算審査特別委員会審査報告）

第12 議案第67号 平成２４年度三沢市一

般会計補正予算（第２号）

第13 議案第68号 平成２４年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第２号）

第14 議案第69号 平成２４年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

１号）

第15 議案第70号 平成２４年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第１

号）

第16 議案第71号 平成２４年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

２号）

─────────────────

日程第１２から日程第１６までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第17 議案第72号 三沢市防災会議条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第18 議案第73号 三沢市災害対策本部条

例の一部を改正する条例の制定

について

第19 議案第74号 三沢市健康推進対策協

議会条例の制定について

第20 議案第75号 三沢市就学指導委員会

条例の制定について

第21 議案第76号 三沢市復興産業集積区

域における固定資産税の特別措

置に関する条例の制定について

第22 議案第77号 三沢市立学校設置条例

の一部を改正する条例の制定に

ついて

第23 議案第78号 三沢市団体活動セン

ター設置条例の一部を改正する

条例の制定について

第24 議案第79号 三沢市下水道条例の一

部を改正する条例の制定につい

て

第25 議案第80号 三沢市火災予防条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第26 議案第81号 三沢市食肉処理セン

ター大規模改修事業冷却設備工

事請負契約の締結について

第27 議案第82号 財産の取得について

第28 議案第83号 定住自立圏形成協定の
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締結について（野辺地町）

第29 議案第84号 定住自立圏形成協定の

締結について（七戸町）

第30 議案第85号 定住自立圏形成協定の

締結について（六戸町）

第31 議案第86号 定住自立圏形成協定の

締結について（横浜町）

第32 議案第87号 定住自立圏形成協定の

締結について（東北町）

第33 議案第88号 定住自立圏形成協定の

締結について（六ヶ所村）

第34 議案第89号 定住自立圏形成協定の

締結について（おいらせ町）

第35 議案第90号 定住自立圏形成協定の

締結について（小坂町）

第36 議案第91号 青森県後期高齢者医療

広域連合規約の変更について

─────────────────

日程第１７から日程第３６までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（民生常任委員会請願審査報告）

第37 請願第 １号 「こころの健康基本

法(仮称)」の早期制定を求める

意見書提出に関する請願

─────────────────

日程第３７の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

第38 基地対策特別委員会中間報告

─────────────────

第39 新エネルギー導入促進特別委員会中

間報告

─────────────────

第40 総務文教常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

第41 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

第42 議員の派遣について

─────────────────

◎出席議員（１８名）

議長 １番 舩 見 亮 悦 君

副議長 １２番 堀 光 雄 君

２番 髙 橋 武 志 君

３番 加 澤 明 君

４番 奥 本 菜保巳 君

５番 瀬 崎 雅 弘 君

６番 澤 口 正 義 君

７番 鈴 木 重 正 君

８番 太 田 博 之 君

９番 野 坂 篤 司 君

１０番 春 日 洋 子 君

１１番 西 村 盛 男 君

１３番 小比類巻 正 規 君

１４番 小比類巻 雅 彦 君

１５番 馬 場 騎 一 君

１６番 山 本 弥 一 君

１７番 堤 喜一郎 君

１８番 森 三 郎 君

─────────────────

◎欠席議員（０名）

─────────────────

◎説明のため出席した者（２６名）

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 大 塚 和 則 君

政策財政部長 米 田 光一郎 君

総 務 部 長 佐々木 卓 也 君

民 生 部 長 宮 古 健 一 君

経 済 部 長 中野渡 進 君

建 設 部 長 中 西 敬 悦 君

上下水道部長 今 村 哲 也 君

政 策 推 進 監 尾 形 豊 君

総 務 部 参 事
繋 範 雄 君

兼 秘 書 課 長

総 務 部 参 事
小比類巻 雄 一 君

兼 税 務 課 長
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建 設 部 参 事
沼 山 明 君

兼都市整備課長

政策調整課長 山 本 剛 志 君

財 政 課 長 山 本 紀 雄 君

総 務 課 長 平 出 修 一 君

管 財 課 長 高 田 弘 明 君

介護福祉課長
兼いきいきデイ 田面木 るり子 君
センター所長

産業政策課長 遠 藤 恵 介 君

会 計 管 理 者
小 泉 富 男 君

兼 会 計 課 長

三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

消 防 長 田 村 斎 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 吉 田 健 君

教 育 部 長 山 本 文 彦 君

代表監査委員 和 泉 英 世 君

監査委員事務局長 奥 山 章 彦 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 中 村 健 一 君

副参事兼次長 村 井 拓 司 君

庶 務 係 長 大 塚 英 知 君

主 査 山 本 聡 君

主 事 一 戸 剛 君

─────────────────
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午前１０時１０分 開議

○議長（舩見亮悦君） 定足数に達しており

ますので、４日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第 １ 認定第 １号から

日程第１１ 議案第９２号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１ 認定第１

号から日程第１１ 議案第９２号までの計１

１件を一括議題といたします。

決算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

認定第１号から議案第９２号までの１１議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、認定第１号平成２３年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定について、認定、認

定第２号平成２３年度三沢市国民健康保険特

別会計歳入歳出決算認定について、認定、認

定第３号平成２３年度三沢市食肉処理セン

ター特別会計歳入歳出決算認定について、認

定、認定第４号平成２３年度三沢市土地区画

整理事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定、認定第５号平成２３年度三沢市農

業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定、認定第６号平成２３年度三沢

市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定、認定第７号平成２３年度三沢市

介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定、認定第８号平成２３年度三沢市後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定、認定第９号平成２３年度三沢市

水道事業会計決算認定について、認定、認定

第１０号平成２３年度三沢市立三沢病院事業

会計決算認定について、認定、議案第９２号

平成２３年度三沢市立三沢病院事業会計資本

剰余金の処分について、可決とそれぞれ決し

ました。

─────────────────

◎日程第１２ 議案第６７号から

日程第１６ 議案第７１号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１２ 議案第

６７号から日程第１６ 議案第７１号までの

計５件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第６７号から議案第７１号までの５議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第６７号平成２４年度三沢市

一般会計補正予算（第２号）、可決、議案第

６８号平成２４年度三沢市食肉処理センター

特別会計補正予算（第２号）、可決、議案第

６９号平成２４年度三沢市下水道事業特別会

計補正予算（第１号）、可決、議案第７０号

平成２４年度三沢市介護保険特別会計補正予

算（第１号）、可決、議案第７１号平成２４

年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第

２号）、可決とそれぞれ決しました。
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─────────────────

◎日程第１７ 議案第７２号から

日程第３６ 議案第９１号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１７ 議案第

７２号から日程第３６ 議案第９１号までの

計２０件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第７２号から議案第９１号までの２０

議案は、委員長報告のとおり決することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第７２号三沢市防災会議条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決、議案第７３号三沢市災害対策本部条例の

一部を改正する条例の制定について、可決、

議案第７４号三沢市健康推進対策協議会条例

の制定について、可決、議案第７５号三沢市

就学指導委員会条例の制定について、可決、

議案第７６号三沢市復興産業集積区域におけ

る固定資産税の特別措置に関する条例の制定

について、可決、議案第７７号三沢市立学校

設置条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決、議案第７８号三沢市団体活動セン

ター設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決、議案第７９号三沢市下水道条

例の一部を改正する条例の制定について、可

決、議案第８０号三沢市火災予防条例の一部

を改正する条例の制定について、可決、議案

第８１号三沢市食肉処理センター大規模改修

事業冷却設備工事請負契約の締結について、

可決、議案第８２号財産の取得について、可

決、議案第８３号定住自立圏形成協定の締結

について（野辺地町）、可決、議案第８４号

定住自立圏形成協定の締結について（七戸

町）、可決、議案第８５号定住自立圏形成協

定の締結について（六戸町）、可決、議案第

８６号定住自立圏形成協定の締結について

（横浜町）、可決、議案第８７号定住自立圏

形成協定の締結について（東北町）、可決、

議案第８８号定住自立圏形成協定の締結につ

いて（六ヶ所村）、可決、議案第８９号定住

自立圏形成協定の締結について（おいらせ

町）、可決、議案第９０号定住自立圏形成協

定の締結について（小坂町）、可決、議案第

９１号青森県後期高齢者医療広域連合規約の

変更について、可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第３７ 請願第１号

○議長（舩見亮悦君） 日程第３７ 請願第

１号「こころの健康基本法(仮称)」の早期制

定を求める意見書提出に関する請願を議題と

します。

民生常任委員会の請願審査報告は、お手元

に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

請願第１号は、委員長報告のとおり、継続

審査とすることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、請願第１号「こころの健康基本法

(仮称)」の早期制定を求める意見書提出に関

する請願は、継続審査とすることに決しまし

た。
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─────────────────

◎日程第３８ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第３８ 基地対

策特別委員会中間報告を議題とします。

１６番。

○１６番（山本弥一君） それでは、本委員

会において審査中の事件について、会議規則

第４５条第２項の規定に基づき、中間報告を

いたします。

本委員会は、去る６月２７日、会議を開催

し、例年、国等に対して行ってまいりました

三沢基地周辺対策要望について、その要望項

目と具体的な実施日程について協議いたしま

した。

その結果、要望項目として、１、三沢飛行

場第二滑走路の早期着工について、２、国有

提供施設等所在市町村助成交付金及び施設等

所在市町村調整交付金の改善について、３、

防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法

律の運用改善について、４、再編交付金の交

付期間の延長について、５、集団移転跡地の

有効利用について、６、(仮称)国際交流ス

ポーツセンターの建設について、７、航空機

騒音の規制措置について、８、基地周辺住民

対策の充実について、９、地域振興に対する

支援についての、以上９項目を要望すること

といたしました。

なお、この要望は、７月１７日に副市長を

はじめ、執行部とともに議長及び全委員で東

北防衛局、民主党幹事長室、県選出国会議員

をそれぞれ訪れ、実施したほか、この日の最

後には防衛省を訪れ、神風英男防衛大臣政務

官にお会いし、本市の実情と要望項目の早期

実現を強く訴えてまいりました。

また、翌１８日には、総務省に稲見哲男総

務大臣政務官を訪ね、基地交付金については

実情に合った相当額を確保していただけるよ

う強く要望してまいりました。

これら要望に対し、国からは、明確に実施

するといった回答は得られなかったものの、

委員会としては、今後とも粘り強く活動して

まいりたいと考えております。

次に、７月２３日には、その前日に発生し

た米軍三沢基地所属のＦ－１６戦闘機の墜落

事故に伴い、急遽、委員会を招集し、その内

容の確認と、議会としての対応を協議いたし

ました。

その結果、米軍に対し、事故原因の究明は

もちろんのこと、整備・点検及びパイロット

の安全教育の徹底、さらには、それがなされ

るまでの間はＦ－１６戦闘機の飛行は中止す

るよう抗議・要請すべきとの結論に至り、会

議終了後には、米軍三沢基地司令官に対し、

市長、議長の連名による抗議文を副市長とと

もに正副議長及び委員長で持参したほか、翌

２４日には、副市長とともに議長及び正副委

員長で、外務省、防衛省をそれぞれ訪問し、

国からも米軍当局に対し、本市からの抗議・

要請内容の徹底を働きかけていただくようお

願いしてまいりました。

なお、この一連の抗議・要請行動の内容に

ついては、８月３日に委員会を開催し、説明

がなされましたが、あわせて、この日の会議

では、既にその時点で飛行中止が解除された

Ｆ－１６の飛行再開を許可した市の考え方の

確認を行いました。

その内容は、米軍側が事故発生の報告と謝

罪及び事故の説明や事故後の対応策、加えて

事故機のパイロットからの聴取も行ったなど

の状況を、数回にわたり報告に訪れたこと

と、そして、これを総合的に判断し、最終的

に市長が飛行再開を認めたとの説明がありま

した。

また、この日の会議では、米海軍飛行隊の

三沢基地への一時展開についても案件として

取り上げ、米海軍飛行隊の三沢基地への一時

展開についても執行部からの説明を受けまし

たが、通常の範囲内での基地運用であるとの

認識から、公表を差し控えていたという執行

部からの説明に対し、委員からは、議会とし

ても対応を協議すべき重要な問題であるとの

意見が出され、執行部からは、今後はこうし

た事案についてはできるだけ公表に努めたい
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との答弁がなされました。

ここ数カ月は、周辺対策要望に始まり、Ｆ

－１６戦闘機墜落事故に対する抗議行動、そ

して、これらに伴う会議の開催等、委員会と

しての活動は多忙であったという見方もでき

ますが、私ども基地対策特別委員会の使命

は、市民生活に多くの影響を及ぼしておりま

す三沢基地から発生する諸問題を、少しでも

軽減、そして解決に向けていくことにありま

す。

今後におきましても、これらの諸問題の調

査・解明はもとより、事故の発生等突発的な

事案に対してもスピード感を持って対応し、

市民の民生安定と福祉向上に向け、最大限努

めてまいりたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

以上です。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第３９ 新エネルギー導入促

進特別委員会中間報

告

○議長（舩見亮悦君） 日程第３９ 新エネ

ルギー導入促進特別委員会中間報告を議題と

します。

１４番。

○１４番（小比類巻雅彦君） 本委員会にお

いて審査中の事件について、会議規則第４５

条第２項の規定に基づき、中間報告をいたし

ます。

本委員会は、さきの６月定例会において、

市が行う新エネルギーの導入や普及啓発に関

する施策の推進及び促進のための環境づくり

に努めることにより、市民生活の向上を図る

ことを目的に設置され、去る８月７日、組織

会後初の会議を開催いたしました。

なお、この会議においては、新エネルギー

への取り組みは、本市にとって新しい分野の

課題であり、施策であることから、まず、委

員全員が共通認識を持つことに主眼を置き、

執行部から説明を受けることといたしまし

た。

以下、その具体的な内容になりますが、本

市の新エネルギーへの取り組みのベースにあ

るのは、平成２３年２月に策定された三沢市

地域新エネルギービジョンであること。そし

て、これに基づく重点プロジェクトは、新エ

ネルギーの導入に関するプロジェクト推進

と、普及啓発に関するプロジェクトの推進の

大きく二つに分かれていること。

さらには、それのうち導入に関するプロ

ジェクトは、１点目として、太陽エネルギー

の利活用、２点目として、風力エネルギーの

利活用、３点目として、温泉熱エネルギーの

利活用をそれぞれ推進していくとの考えが示

され、普及啓発に関するプロジェクトでは、

１点目として、一般家庭、事業者等への助成

制度、関係情報提供制度等の支援制度の導

入、２点目として、避難所ほか公共施設への

導入等、行政の率先躬行、３点目として、学

校教育現場、市民活動等による環境エネル

ギー教育のプログラム化をそれぞれ項目とし

て挙げているとのことが説明されました。

これに対して、委員からは、新エネルギー

の導入に伴う施策の実施に当たっては、地元

企業を優先的に活用すべきという意見や、国

の施策にとらわれることなく、市としての確

固たる考えを持つべきとの意見、さらに、今

や広大な敷地となっている移転跡地を新エネ
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ルギーに関する事業に活用すべきとの意見な

どが出されました。

今回の会議では、市が進める各種プロジェ

クトの概要を確認することができましたの

で、次回の会議においては、これらプロジェ

クトの推進に関し、本委員会として、どのよ

うにかかわりを持ち、どのように協力できる

かを考え、委員会として活動方針、活動方法

を決定し、具体的な活動を進めてまいりたい

と考えております。

東日本大震災を体験し、今や新エネルギー

の活用は、我が国にとって喫緊の課題となっ

ております。

そして、こうした時期だからこそ、本市の

持ついろいろな資源を有効に活用し、市民生

活の向上に役立てていければと強く思うとこ

ろであり、今後は、委員会一丸となって、目

的達成のため努力してまいりたいと考えてお

ります。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、新エネルギー導入促進特別委

員会の中間報告といたします。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、新エネルギー導入促進特別委員会

については、引き続き閉会中の継続審査とし

ます。

─────────────────

◎日程第４０ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第４０ 総務文

教常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

５番。

○５番（瀬崎雅弘君） ７月２４日、８月８

日、８月３１日に実施いたしました総務文教

常任委員会の所管事務調査について、その概

要を報告いたします。

まずはじめに、７月２４日の所管事務調査

についてですが、この日は、教育委員会事務

職員による公用車の無免許運転に関し、その

内容と今後の対策について調査いたしまし

た。

教育委員会の説明によると、去る７月１８

日、当該職員が教育長の出張を公用車で送迎

した際、制限速度を１６キロ超過し、警察官

に免許の提示を求められたところ、平成１１

年１２月から免許が失効していたことが発覚

したとのことでありました。

教育委員会では、これまで公用車を運転す

る際、免許証の提示や更新時期の確認を行っ

ていなかったことが、長期にわたって無免許

運転をチェックできなかった要因と考え、今

後の対策としては、職員同士が注意し合える

職場環境の構築、違反・事故があった際の管

理職に対する報告の徹底、毎年、全職員に対

し、免許更新時期等の確認を行うことを掲

げ、再発防止に努めるとのことでありまし

た。

なお、当該職員の処分については、７月２

３日付で懲戒免職を決定し、管理監督者につ

いては、教育長、減給１０分の１、４カ月、

以下、教育部長、教育総務課長、同課長補佐

まで、減給１０分の１、２カ月から３カ月と

し、教育委員長からは、みずから報酬１カ月

分を全額、自主返納する旨報告がありまし

た。

報告に対し、委員からは、再発防止のため

のチェック体制の強化は当然のこと、今回の

ように市民の信頼を大きく失墜される不祥事

は、絶対にあってはならないことであり、再

発防止の徹底が強く要望されました。

次に、８月８日の所管事務調査では、災害

時における後方支援活動についてと、原子力
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オフサイト機能を有する総合防災センターの

建設要望について所管事務調査を行いまし

た。

１件目の後方支援活動についてであります

が、当市における公式協定等については、大

規模災害時の青森県市町村相互応援に関する

協定に基づく対応のみとのことであり、その

内容は、県内を６地区に分け、その地区単位

で被災市町村からの応援要請に応じるもの

で、主な応援内容は、食料等物資の提供等、

災害救急活動に必要な職員、車両の派遣等と

のことでありました。

その他、先般の東日本大震災に関しては、

協定にかかわらず、当市が自発的に行った活

動として、宮城県七ヶ浜町への物資及び人的

支援等が挙げられました。

次に、２件目の原子力オフサイト機能を有

する総合防災センターの建設要望について

は、当市は原燃サイクル施設の３０キロ圏外

に位置し、空路等による物流機能と、自衛

隊、米軍といった機動力を持ち合わせ、災害

時における後方支援拠点として好条件である

ことから、県を通じ国へ建設要望するもの

で、平成２３年度から現在まで、国、県に対

し、要望、提案を数回にわたり行ったとのこ

とでありました。

説明後、委員からは、今後の本事業に対す

る考え、活動について質問等があり、執行部

からは、地域の優位性を加味し、具体的に県

とともに国へ提案として、今後訴えていく考

えとのことでありました。

次に、８月３１日の所管事務調査では、災

害時における後方支援活動についてと、三沢

市立第三中学校新校舎の概要及び供用開始等

の今後の予定についてを調査いたしました。

災害時における後方支援活動につきまして

は、前回調査で把握した当市の現状に加え、

さらなる調査・研究のため、先般の大震災時

に後方支援拠点として、その機能を発揮した

岩手県遠野市へ執行部とともに視察を行って

まいりました。

視察先では、地域における立地環境の特色

を生かした後方支援等について学び、その中

において、各自治体との連携が非常に大事で

あること。また、市民一人一人の防災意識が

高い点など、当市としても参考となる部分が

多々ございました。

８月３１日の委員会におきましても、本件

については、その重要度から、今後、さらな

る調査・研究を深める必要があると考えたと

ころであります。

次に、２件目、第三中学校新校舎の概要及

び供用開始等の今後の予定についてでありま

すが、当該校舎は築４２年が経過し、老朽化

が激しく、耐久度調査の結果、改築を要する

と判断されたこと。また、北部地域における

教育の光をなくしたくない強い思いもあり、

検討の結果、おおぞら小学校との小中連携教

育を目指し、小学校用地内に併設して新築さ

れたものであります。

完成後、供用開始等のスケジュールとして

は、１１月６日から新校舎での授業を開始、

来年４月から小中連携教育を実施予定とのこ

とでありました。

委員からは、校舎に設置される太陽光発電

施設については、どの程度の発電量があるか

などの質問があり、これについては、１時間

当たり最大１０キロワットの発電量で、具体

的に３教室分の電光等の電力を補える程度で

あるとの回答がありました。

また、会議にあわせ、新校舎を見学いたし

ましたが、ソーラーパネルの設置箇所やその

他の新設備、小学校校舎とのつながった廊下

等を実際に見学し、これからの小中連携教育

開始に当たり、その施設環境の充実を確認い

たしました。

今回の所管事務調査におきましては、防災

関係を主に行ってまいりましたが、この件

は、市民の生命と財産を守るという意味から

も、大変重要な課題と考えております。

また、その他にもまだまだ重要な課題は山

積しております。

本委員会といたしましては、今後とも必要

に応じ、順次所管事務調査を行い、市民生活
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向上のため、研究、提言してまいりたいと考

えております。

以上、総務文教常任委員会の所管事務調査

報告といたします。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第４１ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第４１ 産業建

設常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

１０番。

○１０番（春日洋子君） 去る８月１日と８

月２０日に行いました産業建設常任委員会の

所管事務調査について、その概要を報告申し

上げます。

まず、８月１日の委員会では、経済部の所

管する事務事業で、現地調査を交え、四つの

案件について調査をいたしました。

まず、１点目としましては、東日本大震災

で被害を受けた漁港施設の復旧状況について

調査いたしましたが、執行部の説明によりま

すと、本年３月３１日現在での施設の復旧率

は８１％で、市、漁協、県、生産組合がそれ

ぞれ所有する４１施設のうち３３施設が復旧

済みとのことであり、今年度以降は、漁協事

務所をはじめとする７施設を復旧する予定

で、被害を受けた漁船８０隻と漁具１１８隻

分を合わせて、復旧計画額は４３億５,３０

０万円となるとのことでした。

また、会議では、今後復旧が予定される漁

協事務所の建設場所が、青森県が漁港内に新

たに避難場所として計画している高さ７メー

トルの高台に建設する計画であるとの説明に

対し、委員から、今回の津波被害の経験を踏

まえれば、国道３３８号沿いへの移転が望ま

しいのではないかとの意見が出され、執行部

では、漁協の意向を第一に検討しているが、

今回、委員会から出された意見も加えて、引

き続き漁協と協議・検討をしていくとのこと

でありました。

次に、２点目として、北三沢地区経営体育

成基盤整備事業について調査いたしました

が、この事業は、青森県が事業主体となり、

仏沼の北西部に位置する９９.６ヘクタール

の圃場を大々的に整備する事業で、総事業費

は１１億９,７００万円で、平成２７年度ま

での工期で実施中とのことで、整備完了後

は、農事組合法人がこの圃場を運営していく

とのことでありました。

委員から、農事組合法人に受け継がれた

後、市がどうかかわっていくかとの質問が出

され、執行部からは、現在も運営上の問題や

作付等の指導などを県とともに行っており、

整備完了後も引き続き側面からサポートして

いくとのことでありました。

次に、３点目として、仏沼地区湛水防除事

業について調査いたしました。

この事業は、仏沼地区の農地の湛水被害を

防ぐことを目的に、１.５トンの排水能力の

あるポンプの改修を、県が事業主体となり、

総事業費３億６,３３９万９,０００円で実施

しているとのことでありました。

４点目は、ニンジン洗浄選別施設について

現地調査を行いましたが、当該施設は、防衛

省の民生安定対策事業により、おいらせ農協

が間接補助を受け、総事業費約１０億５,３

００万円で建設され、洗浄選別施設のほか、

鮮度保持のための真空予冷施設を建設したと

のことであり、高度なシステム管理による正

確な選別と作業効率が格段によくなったとの

ことでありました。

続いて、８月２０日に行いました所管事務

調査について御報告いたします。

この日は、建設部の所管事項２点と、経済

部の所管事項２点について調査を行いまし

た。

はじめに、建設部の所管事項のうち、市内
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の未舗装道路の現状について調査いたしまし

たが、執行部の説明では、市内各地で見受け

られる未舗装の道路については、無地番道路

や個人所有、共有名義となっているものな

ど、私的所有物であることが多く、市による

整備が難しいことから未整備の状態であると

のことでありました。

また、こうした状況であるため、舗装によ

る整備が難しい状態であるものの、防じん処

理により逐次対応しているとこのことであり

ました。

委員からは、舗装改良済みの道路について

も、劣化した道路も数多く見受けられること

から、現状をしっかりと把握し、対応してい

ただきたいとの要望が出されました。

次に、建設部の２点目として、市営住宅の

維持管理の状況と、老朽化の著しい市営住宅

の整備の状況について調査いたしました。

執行部からの説明によりますと、現在、市

営住宅は、１１団地４５０戸あり、入居率は

約７５％であるとのことで、退居者があった

場合には、軽微なものは早急に、大がかりな

ものは計画的に修繕を実施し、入居待ちされ

ている方へ提供しているとのことでした。

また、建設後４０年以上経過している団地

については、老朽化が著しく、防災性や安全

性も危惧されることから、古間木団地建てか

え事業の進捗を見ながら、計画的な建てかえ

を検討しているとのことでした。

説明に対し、委員からは、入居待ちされて

いる方が毎年３０人前後いる現状をしっかり

と見きわめ、そういった方々を速やかに入居

させるような対応をお願いしたいとの要望が

出されました。

次に、経済部の所管についてですが、１点

目として、現在、建設が進められている農産

物加工施設の活用方法などについて調査いた

しました。

当該施設は、学校給食センターとしての機

能に加え、農産物加工研究の機能を持つこと

により、地元農産物を使った特産品の開発や

研究などを行い、特産品を生かした地元のＰ

Ｒや地域振興につなげていきたいとのことで

した。

また、開発した特産品の事業化など、市は

どう考えているのかという委員からの質問に

対し、執行部からは、施設を活用した開発や

研究のほかに、販売や営業などについてのセ

ミナーも計画しており、開発から生産、販売

まで、各団体や民間企業などにも働きかけな

がら、事業化につなげていきたいとのことで

ありました。

次に、経済部の２点目として、当市の観光

施策について調査いたしました。

執行部の説明では、特に、観光ＰＲとおも

てなしの充実、さらには、資源の活用に力を

入れ、さまざまな事業に取り組んでいるとの

ことでした。

特に、公式ガイドブックの発行、観光案内

所の開設、ほっき丼やパイカ料理などのご当

地グルメの推進への取り組みのほか、当市に

ゆかりのある寺山修司やミス・ビートル号、

ハロウィーンやアメリカンバーなど、国際色

を生かした取り組みなども計画しているとの

ことでした。

委員からは、観光案内やＰＲにもっと力を

入れて取り組んでほしいとの要望が出され、

執行部では、より効果が上がるＰＲの仕方を

検討しながら、積極的に進めていきたいとの

ことでした。

今回、調査いたしました事項は、それぞれ

が市民生活に直結した大変重要な案件であり

ます。当委員会としましては、今後ともその

動向を注視し、必要に応じて調査・研究、助

言をしてまいりたいと考えております。

以上をもちまして、産業建設常任委員会の

所管事務調査報告とさせていただきます。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。
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─────────────────

◎日程第４２ 議員の派遣について

○議長（舩見亮悦君） 日程第４２ 議員の

派遣についてを議題とします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配

付しております。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び会議規

則第１５８条の２の規定により、別紙のとお

り議員を派遣することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

○議長（舩見亮悦君） 以上で、本定例会に

付議された事件はすべて議了いたしました。

─────────────────

◎市長あいさつ

○議長（舩見亮悦君） ここで、特に市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成２４年三沢市議

会第３回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言ごあいさつ申し上げま

す。

今定例会は、去る９月３日開会され、本日

まで１１日間にわたり、平成２３年度三沢市

一般会計及び特別会計並びに企業会計の決算

認定をはじめ、平成２４年度各会計の補正予

算のほか、行政運営上必要な条例の制定、定

住自立圏形成協定の締結等、３６の案件につ

いて慎重なる御審議を賜り、それぞれ原案の

とおり御議決及び御認定を賜りまして、まこ

とに感謝にたえないところであります。

御議決賜りました予算等の執行に当たりま

しては、御審議の過程におきまして、議員各

位から賜りました御意見、御提言等を十分に

尊重し、最善の効果をおさめるよう努力を傾

注してまいりますので、何とぞ一層の御支

援、御協力をお願い申し上げます。

なお、ここで、議員の皆様及び市民の皆様

に、断腸の思いで大塚副市長の辞任を報告し

なければなりません。

大塚副市長から、副市長の職を辞したいと

の願いを預かり、何とか副市長職にとどまっ

てもらえるよう慰留に努めてまいりました

が、事体調不良の内容を本人から御報告を受

け、やむなく受理することにいたしました。

本人も任期半ばで職を辞することは本意で

はないと思いますが、本日、この場をおかり

しまして、大塚副市長みずから、市民の皆

様、議員の皆様に対し、あいさつをしたいと

の申し出ありましたので、議長の特別な計ら

いをお願いし、閉会に当たってのあいさつと

させていただきます。

大変ありがとうございます。

─────────────────

◎副市長あいさつ

○議長（舩見亮悦君） それでは、この際、

副市長の発言を許します。

副市長。

○副市長（大塚和則君） 議長のお許しをい

ただきまして、一言ごあいさつを申し上げた

いと思います。

市長の御承認をいただきまして、平成２４

年１０月３１日付をもちまして、副市長の職

を辞すこととなりました。

任期中途において、このような決断をせざ

るを得なかったことは、私としてもまことに

無念であります。

本年２月ごろから体調が思わしくなく、何

度か通院をしたり、少し療養をさせていただ

いておりましたが、このまま体調に不安を抱

きながら職を継続することはいかがなものか

と自問自答しながら、今日まで葛藤してまい

りました。

このまま仕事を継続することは、私にとり

ましても、市役所にとりましても、決してい

いことではない。ましてや市民の皆様に多大

なる御迷惑をおかけすることになるという決
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断をいたしまして、退任を決意した次第でご

ざいます。

通算４年数カ月の副市長の在任でありまし

たが、この間、種市市長さんをはじめ、市議

会議員の先生方から温かい御支援と御協力を

賜り、また、市民の皆様からも御厚情を賜

り、大変私にとりましては有意義な楽しい役

所生活だったというふうに思っております。

この場をおかりまして、市長さんをはじ

め、議員の皆様に厚く御礼を申し上げたいと

思います。ありがとうございました。

終わりに、三沢市政の今後のますますの御

発展と、種市市長さんをはじめ、市議会議員

の先生方のますますの御活躍と、そして、三

沢市民の御多幸を願ってやみません。

最後となりますが、このような私を副市長

という職に選任していただきました種市市長

さんに感謝を申し上げて、退任に当たっての

ごあいさつとさせていただきます。

ありがとうございました。

─────────────────

○議長（舩見亮悦君） これをもって、平成

２４年三沢市議会第３回定例会を閉会しま

す。

午前１１時０３分 閉会
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